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2022年3月期 第1四半期

2021年 4月 1日 ～ 2021年 6月 30日

連結決算の概要

（ 証券コード 7702 ）

2021年8月6日
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為替レート
（期中平均）

米ドル 107.62円 109.49円

ユーロ 120.11円 127.69円

シンガポールドル 76.21円 82.16円

業績ハイライト ～2022年3月期 第1四半期～

2021年3月期
第1四半期

2022年3月期
第1四半期

増減額
対前年同四半期

増減率

売 上 高 13,579 13,797 218 1.6%

営 業 利 益 630 436 △194 △30.8%

経 常 利 益 685 478 △207 △30.3%

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

四 半 期 純 利 益
659 365 △293 △44.5%

１ 株 当 た り

四 半 期 純 利 益
27円05銭 14円98銭 --- ---

百万円

～増収減益～
（2期連続増収）

売
上

新型コロナウイルス拡大による外来患者の受診控えや不急の
手術・処置の延期などの影響が回復傾向

利
益

- 増収効果はあるものの、販売活動の段階的な再開に伴う販
売費や開発費の増加により営業利益は減少

- 持分法による投資利益の減少などにより経常利益も減少

日
本

⁻ 医療用手袋や血液透析装置が増加

⁻ 血液浄化事業の譲受けに伴い血液浄化回路が増加

海
外

⁻ 北米向けの成分献血用回路やＡＶＦ針（血液透析用
針）が減少
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5,151

4,164

2,853

2,199278

34

2021年3月期

第1四半期

2022年3月期

第1四半期

9,367
9,990

8,690
9,374

551 534

2021年3月期

第1四半期

2022年3月期

第1四半期

587

848

300

435

22

42

2021年3月期

第1四半期

2022年3月期

第1四半期

【売上】

北米向けの成分献血用回路やＡＶＦ針が減少

【利益】

労務費や販売費の低減があるものの、減収影響に
より減少
※シンガポールは、生産体制を相互に補完し一体とした事業活
動を行うインドネシアの現地法人を含んでいます。

【売上】

ＡＶＦ針や日本向けの血液浄化回路が増加

【利益】

労務費の増加があるものの、増収効果により増加

百万円

【売上】

医療用手袋や血液透析装置に加え、血液浄化事

業の譲受けに伴い血液浄化回路が増加

【利益】

増収効果はあるものの、販売活動の段階的な再開

に伴う販売費や開発費の増加により減少

日本 シンガポール 中国

■内部売上高
■外部売上高
－セグメント利益

■内部売上高
■外部売上高
－セグメント利益

■内部売上高
■外部売上高
－セグメント利益

セグメント業績 （所在地別、経常利益ベース）

セグメント
利益

94.7%増

売上高
44.5%増

売上高
6.7%増

セグメント
利益

3.1%減

売上高
19.2%減

セグメント
利益

87.5%減
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947
1,034

14

36

2021年3月期

第1四半期

2022年3月期

第1四半期

796
747

785
747

72

32

2021年3月期

第1四半期

2022年3月期

第1四半期

492

829

2 4

△49

126

2021年3月期

第1四半期

2022年3月期

第1四半期

※その他は、国内子会社及びアメリカ、韓国、タイの

現地法人の事業活動を含んでいます。

【売上】

日本向けの輸液セットが増加

【利益】

増収効果により黒字に改善

フィリピン その他

■外部売上高
－セグメント利益

セグメント業績 （所在地別、経常利益ベース）

百万円

【売上】

ＡＶＦ針が減少

【利益】

減収影響により減少

ドイツ

■内部売上高
■外部売上高
－セグメント利益

セグメント
利益

175百万円
改善

売上高
68.4%増

セグメント
利益

55.3%減

売上高
6.1%減

セグメント
利益

154.9%増

売上高
9.2%増

■内部売上高
■外部売上高
－セグメント利益
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5,228

4,220

953

2,749

428

5,767

4,169

1,148

2,363

349

輸液・栄養領域 透析領域 外科治療領域 血液・細胞領域 その他

システム別売上高

2021年3月期 第1四半期 2022年3月期 第1四半期

△50 △1.2%

2022年3月期
第1四半期

(売上高構成比)

その他
2.6%

輸液・栄養領域
41.8%外科治療領域

8.3%

透析領域
30.2%

血液・細胞領域
17.1%

百万円
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百万円

売上高増減分析（顧客所在地別）

218百万円増加

2022年3月期
第1四半期

(売上高構成比)

ヨーロッパ
9.3%

その他 1.0%

アジア
13.4%

北米 10.8%
日本 65.5%

連
結
売
上
高

連
結
売
上
高

2021年3月期
第1四半期

2022年3月期
第1四半期

日本 アジア 北米 ヨーロッパ その他
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3,146 
3,257 

23.2% 23.6%

2021年3月期

第1四半期

2022年3月期

第1四半期

2021年3月期
第1四半期

2022年3月期
第1四半期

増減額
対前期
増減率

人 件 費 1,446 1,522 76 5.3%

運 送 費 434 436 2 0.6%

研究開発費 328 349 21 6.4%

減価償却費 84 91 7 9.1%

そ の 他 853 856 3 0.4%

計 3,146 3,257 111 3.5%

百万円

販管費比率 +0.4%

販売費及び一般管理費

百万円
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経常利益：前期実績との比較

2021年3月期
第1四半期

2022年3月期
第1四半期

207百万円減少

売
上
総
利
益
の
減
少

販
管
費
の
増
加

営
業
外
収
支
の
減
少

為
替
影
響
額

百万円

（ ）内は為替影響を除く

経
常
利
益 経

常
利
益
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2021年3月期
実績

2022年3月期
予想

対前期

増減率

売 上 高 57,578 58,600 1.8%

営 業 利 益 2,127 2,100 △1.3%

経 常 利 益 2,013 2,300 14.2%

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益
1,736 1,700 △2.1%

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益
71円13銭 69円61銭 ---

百万円

2022年3月期 通期連結業績予想

為替レート（期中平均）

米ドル 106.06円 108円

ユーロ 121.81円 128円

シンガポールドル 77.65円 81円

新型コロナウイルス感染症による影響が一定程度は残ると仮定して算出しております。
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-凍結保存容器2.5mLタイプ「セルキュア®」販売開始
2021年4月

-ホームページをリニューアルしました
2021年6月

-東京証券取引所新市場適合状況一次判定結果のお知らせ
～プライム市場に適合～
2021年7月

トピックス

凍結保存容器「セルキュア®」
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本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報
及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により
大きく異なる可能性があります。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	経常利益：前期実績との比較
	2022年3月期　通期連結業績予想
	スライド番号 10
	スライド番号 11

